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農商工等連携における商品開発で抑えておきたいポイント

ここでは、以下に示す７つのポイントを挙げております。

１、最終目的は地域ブランドの確立

２、売れなければ商品とはいえない－製品と商品の違い－

３、忘れてはいけない地域特産品開発における３つの視点

４、企業戦略の一環として製品開発を位置付ける

５、中小企業の成長戦略を考える

６、中小企業の競争優位確保は集中化戦略で

７、食品におけるブランド確立のための３つの要件

教材 目次



付加価値とは

付加価値の源泉は商品・サービスにある。そこに売
れる商品作りが求められる背景がある。

新商品開発５原則
１、社会的有用性の原則

真に社会にとって有用なものであること

２、創造性の原則

自社の創造的技術や技能が盛り込まれていること

３、パフォーマンス・バイ・コストの原則

他社に比較して全ての点でコスト優位にあること

４、調査徹底の原則

消費者ニーズ把握が徹底的に行われ、その要求に
応えられていること

５、流通適合性の原則

流通段階でその商品の情報がきちんと伝えられること
（志が一つに出来ること）

売上高ー変動費

今村哲也氏講演録より
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地域ブランドの形成と目的

地域イメージ

商
品
機
能

地域ブランド
の確立を通じ
て地域経済の
持続的な活性
化を実現

・安全性

・衛生基準

・生産方法

・食味

　　その土地にある固有のもの

（景観･気候・地理・歴史的建造物・

歴史的街並・動植物）

１、資源の確認
素材・技術･設備

ノウハウ
＋

地域資源

１、資源の確認
素材・技術･設備

ノウハウ
＋

地域資源

技術で付加価値を高める

（形成に時間がかかる）

付加価値の源泉は地域にある

保
証
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象
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商品づくり

その地域に
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商品づくり

地域全体の
イメージアップ

地域全体の
イメージアップ

２、商品化
マーケ･商品化

販路開拓
設備投資

原材料調達

３、事業化
生産方法規格の統一

知的財産の保護
事業計画

３、事業化
生産方法規格の統一
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地域ブランドとは
１、ブランドの語源

昔ノルウェーで自分の羊に焼印を押して他人のものと区別したところから、ノルウェー語の

「焼印」に由来すると言われる。

２、地域ブランド形成には地域と商品機能との2つの側面がある

①地域の側面：地域イメージの総合的活用→製品品質の訴求

地域固有の食材、食文化、風土、伝統芸能との出会い、自然との触れ合い等を重視

②商品機能の側面：商品機能のうち、商標（狭義のブランド）には、1)出所表示機能、2)品質保証
機能、3)広告機能の三つが主な機能として挙げられる

３、以上から分かるように、ブランドの究極的な目的は、「他との差別化」にある。それも
差別的優位性の確保が必要である。

①品質の裏付け：差別化を主張する必要がなければブランドを付ける必要はない。従ってブランド
を付けるということは、その裏付けとなる品質の保証が伴わねばならない。

②地域ブランド構築には時間と情熱がかかる。

４、ブランディング

①消費者に商品の良さを知ってもらい、②商品や企業に高い信頼を寄せてもらい、③購入して消
費することに満足感と優越感をおぼえ、④企業の理念や哲学に感動と共感を覚えてもらうことが
ブランディングの中身である。

食と農研究所 5
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１、品質基準の設定

１）規格（原材料・容量・表示・・）

２）自然・歴史・文化（伝統食品）

３）認証制度（統制原産地呼称制度・Eマーク・本場の本物）

４）技術（伝統的・新規）

２、安全・衛生の基準設定

１）添加物・保存料・残留農薬・アレルギー物質

２）保存性・使用性・賞味期間

３）製造上の基準（５ｓ・ISO・HACCP）

※５ｓとは、整理・整頓・清掃・清潔・しつけ

３、美味しさの基準

１）味・風味・食感

２）地域ブランド

１、品質基準の設定

１）規格（原材料・容量・表示・・）

２）自然・歴史・文化（伝統食品）

３）認証制度（統制原産地呼称制度・Eマーク・本場の本物）

４）技術（伝統的・新規）

２、安全・衛生の基準設定

１）添加物・保存料・残留農薬・アレルギー物質

２）保存性・使用性・賞味期間

３）製造上の基準（５ｓ・ISO・HACCP）

※５ｓとは、整理・整頓・清掃・清潔・しつけ

３、美味しさの基準

１）味・風味・食感

２）地域ブランド

食品におけるブランド確立のための３つの要件食品におけるブランド確立のための３つの要件

１、品質基準の設定が明確になっていること
・原産地統制呼称制度－AOC（仏）に見られるように原料の規格
基準が明確であること（他との差別化が明確になる）

２、安全・衛生の基準設定

・原料のトレーサビリティができていること

・製造現場での衛生管理が行き届いていること

・環境に配慮した製造、生産現場３、美味しさの規準

いくら伝統技術で作った差別化ポイントのある製品であっても、
お客が美味しいと言ってくれなければ売れない。どうしたら食
べ頃の状態で商品を提供できるのかを考えればよい。

それには、作っているところにお客様に来てもらえばよい。
その手段を考えよう！

ｅｘ）旅行先で食べる食べ物は美味しい→その土地の気候
や環境の性質に起因。だから環境が大切

地域ブランド化によって厳格な基準を適用
して、価格プレミアムの実現を図り、地域の
活性化に貢献する

①美味しさは時代の変化により規準が
かわってくる

②人によっても違う

③食べる環境によっても違う

差
別
的
優
位
性

物
語
性

教材 Ｐ.４
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１、商品・企業の視点

商品に品質の裏づけがなければならないことは言うま

でもありませんが、オンリーワン商品を目指す必要があ

ります。原料は地域でしか生産できないもの・入手でき

ないものにこだわり、更にそこの環境を活かしたもので

なければなりません。

２、消費者の視点

例えば、シーズ（原料、技術、生産ファシリティー）から入る開発においては、どちらかというと消費者
ニーズを無視したプランになる危険性があります。具体的な開発作業に着手する前に、そのシーズを
活用してできる商品の用途が市場に存在するのかを、検証しておくことが大切です。

３、地域住民の視点

地域名そのものがブランドになるように、地域性・住民の視点を意識することも大切です。また、 新
製品開発により実現する成果は、当事者だけでなく当該地域住民にとってもメリットがあることが大
切です。

ex）秋葉原、湯布院、函館、横浜中華街、軽井沢などは、それぞれ電気・若者の街、温泉・保養地、
異国情緒が豊かで夜景が美しい港町、本格的中華料理と街並みが楽しめる街、高級リゾートとして
のあこがれの避暑地といったブランドイメージが定着しています。

食と農研究所 6

忘れてはいけない地域特産品三つの視点

　

商品･企業の視点商品･企業の視点 地域･住民の視点地域･住民の視点

消費者の視点消費者の視点

教材 Ｐ.２



新製品開発は企業の生命線

食と農研究所 8

教材 Ｐ.２
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新製品開発４つの分類

教材 Ｐ.３

通常いわれる新製品開発
改良、組成変更、デザイン変更
等も含む

既存の商品の用途開発や、新しい販売
方法の導入、ポイント制の導入等による
既存市場での消費拡大戦略

製品自体の変更は行わないがターゲット
層の拡大とか、新たなチャネル開発等で
市場拡大を図る戦略

人、物、金、ノウハウ等が乏しい
中小企業ではとりにくい戦略
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Y直売所
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加工品と農産物の販売額の変化
（施設野菜農家Aさんの例）

250 1012

274 1130

1391 534

1720 440

0 500 1000 1500 2000 2500

初年度

二年度

三年度

四年度

長男就農

営業許可取得

加工品 農産物

百万円



食と農研究所 12

既存市場の深耕戦略

①

新規技術

既存素材 新規素材

既存技術

Ⅰ
用途開発
隙間商品

Ⅳ
分野拡大

Ⅱ
機能開発

Ⅲ
新規参入
無から有

【ターゲット】 少数でも確実な需要者発見

【狙い】 成長性の低い市場でのシェア拡大

【訴求ポイント】 本物製造メーカーとしての信頼感

【課題】 容器デザインの改良、販路拡大

製品開発の種類



既存素材の新機能追及

食と農研究所 13

新規技術

既存素材 新規素材

既存技術

Ⅰ
用途開発
隙間商品

Ⅳ
分野拡大

Ⅱ
機能開発

Ⅲ
新規参入
無から有

製品の特徴を文字化して
アテンション効果をたか

め、同時に内容物を一目
で 表現している

【経緯】 米の需要拡大

【新技術】 米のアルファー化技術

【課題】 販路拡大、コストダウン、美味しい食べ方の提案

【排他性】 米編での麺の商標登録
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新しい技術と新しい素材で
新規技術

既存素材 新規素材

既存技術

Ⅰ
用途開発
隙間商品

Ⅳ
分野拡大

Ⅱ
機能開発

Ⅲ
新規参入
無から有

【開発の経緯】 成長の低い業界において、需要拡大を ねらって、
地場の玉ねぎを加えることにより新しい味を開発 して
売上高向上を狙った。
（当社にとってはこんにゃく生産は、新しい分野。）

【評価】 玉ねぎのさわやかな香りでこんにゃく臭が
マスキングされ食べ易い

【課題】 生産能力向上、原料調達の安定性
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既存原料と新規原料の組み合わせ

新規技術

既存素材 新規素材

既存技術

Ⅰ
用途開発
隙間商品

Ⅳ
分野拡大

Ⅱ
機能開発

Ⅲ
新規参入
無から有

【狙い】 健康訴求、新しい麺の開発による分野拡大

【課題】 販路拡大、コストダウン
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伝統技術の復活

新規技術

既存素材 新規素材

既存技術

Ⅰ
伝統技術
の復活

Ⅳ
分野拡大

Ⅱ
機能開発

Ⅲ
新規参入
無から有

【ポイント】 大学・公的機関の支援

【課題】 後継者育成

（一人から現在7人へ拡大）

用途開発
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広
い

狭
い

タ

ー

ゲ

ッ

ト

層
差別化集中

価格優先
(コストリーダシップ）

差別化

コスト集中

１、価格優先戦略：競合と同じものを1円でも安く生産･販売
→大量生産・大量販売品、PB商品

２、差別化戦略：競合にない特徴を訴求。競争をしないための戦略

３、集中化戦略：限定された範囲での競争優位を目指す

中小企業の競争優位確保は集中化戦略で

集中化

教材 Ｐ.４



農業経営支援センター 18

三重県伊賀の里手づくり
モクモクファームは養豚
農家19人が出資設立。

直営農場から農産物の加工、販売(直売・会員制通販）、農業公園（ものづくりを中心にすえ
て）の運営、直営の農村レストランを施設内･外で経営。平成19年には“農学舎”を開校しセカ

ンドステージライフを応援開始予定。ファーマーズマーケットでは地域の農家の農産物を販売。
放棄耕作地を借り受けて米・野菜の生産。年間来場数50万人。年商47億円。

企業と地域で共創、食と農の一体化、循環型農業の推進による人と自然の共生
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調 達 物 流 ・
生産

製 品 保 管 ・
出荷物流

企画・加工 販売マーケ サービス

二次産業 三次産業一次産業

・果菜の自家生産

・小麦、大麦の自家
生産

･不足する野菜は
地元の農家から

･安全･安心の豚肉
調達

・荒廃農地の借入
による自立農業

・ジャージーも自家
飼育

･調達の為の物流
コストがかからない

･全て顔の見える原
料を使用

･ハム･パン･パスタ･
ビール等ファーム
ファクトリーで販売
する商品は全て自
社の工場設備で生
産

・本物、安全、美味
しさへのこだわりに
よる高品質な製品

･技術習得のために
金を惜しまない

・ハム、ビール等で
数々の受賞

・パンの酵母、ビー
ルの酵母も自家生
産

･数十本に及ぶイ
ベント企画

･ソーセージの手
づくり外体験メ
ニューの豊富さ

･子豚のレース

・モクモク通信ほ
かによる会員
サービスの徹底

･農業公園での
自然とのふれあ
い推進

・帰農者の支援

･元気で明るい笑
顔の従業員

・全国の起業家
へのノウハウ提
供と支援活動

･売店、通販等の
直販が主体の販
売

･社員全員がセー
ルスマン

・新鮮野菜と自社
製品を主体のレス
トラン展開

・会員組織による
固定客作り(４万
人）

･年間来場者数50
万人

･ファーマーズマー
ケットで地元農家
の野菜を直売

･広告，PR紙も全
て自社で

･見込み生産によ
らないので過剰
在庫発生せず

・直売がほとんど
で物流費が少な
い。

･格外品も全て使
用しロスが少な
い

伊賀の里モクモク手づくりファームにおけるバリューチェーン
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モクモクのビジネスモデル構築

大量生産・大量販売

・手間をかけない

・経費をかけない

・機械化

・大量生産・大量販売

・画一化

・流通の簡素化

・売りっぱなし

差別化・顧客満足度

・手間をかける

・経費をかける

・手づくり

・限定生産・限定販売

・個性化

・流通の多様化

・消費者との交流（サービス）

引用：㈱ブランド総合研究所田中章雄氏講演記録より



いかにして差別化ポイントを確保するか
１、個別農家の生乳分析

食と農研究所 21

組合では、毎日のサンプリング（個別農家ごとの）や月６回の検査（乳脂肪、乳たんぱく質、乳糖、無脂肪固形の乳成分
検査、大腸菌群、一般細菌検査など）、厳しい独自の検査基準を設けています、また牛の飼育方法や飼料、環境などの
指導をおこない、より質のいい生乳づくりに努めています。
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いかにして差別化ポイントを確保するか
２、生菌数を１万以下に



酪農における優位的差別性は何で実現するか
～酪農経営家Aさんの話から～

１、品質での差別化←競争をしない戦略

・大手が扱っているふつうの牛乳では絶対に勝てない。だから面倒で大量生産が難しい低温殺
菌牛乳に的を絞った。それにより牛乳本来の栄養分と美味しさを確保している。

・その為には牛の飼い方から変えなければならなかった。

・目標として生乳の生菌数の基準を1万以下と厳しくしている。

２、安全性の確保

・個別農家ごとに毎日サンプル抽出により各種品質基準の順守確認を行い、トレーサビリティを
実現。これは大手では対応できない。

３、自主販路の確保

・自分で生産したものは自分で売る。価格は高いが地域の学校給食や直売所等を中心に商品
を理解してもらえるお客さんを開拓。インターネットでの販売も実績をあげている。

４、生産環境の良さ（放牧）を活用して顧客との触れ合いを大切にする
・地域の学校、生協組合員等との交流を積極的に取り入れている。自分たちの想いや、やって

いることを全部理解してもらい見てもらう。

５、経営資源の集中化
・加工品の開発はヨーグルトとか簡単なアイスクリーム等だけに限定をして投資額を抑制してい

る。また、牛乳はいたずらに量を追いかけず販路に見合った生産を心がけている。
食と農研究所 23



売れなければ商品とはいえないー製品と商品の違いー

「商品(commodity)」とは、売買取引の対象として市場に流通しているもので、通常は価格がついてカタログ
等に載せられています。一方、「製品(product)」とは、商品とほぼ同じ意味で使用されることも多いですが、
市場に出される前のものをいいます。つまり、売れなければ商品とはいえないということです。食農連携に
おける新製品開発でも、目指すべきは商品の開発といえますが、本テキストでは、商品化される前の開発
段階のものの他、「製品概念書」「製品差別化」「製品コンセプト」のように「製品」という名称が一般的になっ
ているものについては「製品」と呼びます。

新製品

商品

無形財

有形財

知的所有権

消費財…..（一般向け）

生産財…..（工業用）

コンセプト他

物財

サービス

ソフト

生産財…..（業務用）

一般向けか業務用
かでも商品開発に
おける戦略が大きく
変わります。

産業能率大学SBCプログラムテキスト抜粋

商
品
化

製品をつくった
だけではただ
のモノ

教材 Ｐ.１
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教材 Ｐ.５

大企業の製品開発フロー図の例

製
品
概
念
書

製
品
企
画
書
策
定

試
作
品
開
発

この段階でできるだけ商
品概念を具体的に作り上
げる（モックアップ等によ
り）。
１．消費者ニーズ把握
２．自社シーズの確認
３．競合品調査
４．目標品質作成
５．販売予測
６．開発概算見積書作成
７．利益予測
８．ブランド戦略
９．開発大日程

トータルコーディネーターは企画部プロダクトマネジャーが担当トータルコーディネーターは企画部プロダクトマネジャーが担当

この間の推進は開
発部が担当

１．各部署は技術
開発、不足する経
営資源の調達方法
を検討

２．法律・規制要件
については早めに
申請、許可を得て
おく

テ
ス
ト
セ
ー
ル

本

格

的

市

場

導

入
各種規準書、マニュアルを作成。
常務会にて最終承認を得て市場
導入
１．原材料基準書作成
２．製品規格書作成
３．ネーミング戦略
４．ブランド戦略
５．特許類申請
６．販売チャネル選定
７．広告・宣伝戦略策定
８．販売マニュアル作成

これがきちんと出来ている
プロジェクトは成功率が高い

第一次
製品開発会議

企画部

資材部

原料部

法務部

基礎研究部

開発部

技術部

包装部

広告部

消費者室

宣伝部

工場

品質管理部

第二次
製品開発会議

企画部

資材部

原料部

法務部

基礎研究部

開発部

技術部

包装部

広告部

消費者室

宣伝部

工場

品質管理部



製品開発のフローとその内容

食と農研究所 26

主体企業

注：PJに参加する企業、団体の役割を明確に文書化しておくこと

①製品概念書

②開発計画

⑤
マ
ー
ケ
ィ
ン
グ

開
発

③
製
品
開
発(

内

容
物
・包
装
容

器
）

④
生
産
化

⑥テスト生産

⑦テストセール
導入準備

⑧本格生産

⑨販売 ⑩改良・廃止

主体企業

主体企業・
協議会

主体企業・
協議会

製品開発体系から見るとこの段階と考えられる例が多い

消費者、実需者からの評価確認、品質の安定性確保、生産設備対応と供給量の確保、専
門的技術者の確保・育成、投資回収計画の策定等が完了しておらず、未だ開発段階にある。
販売を開始しているといえども、それは有償テストセールを実施して、商品コンセプトの受容
性確認を行っている段階として捉えるのが開発上妥当である場合が多い。

主体企業・参
加企業･団体
の役割分担
にそって

教材 Ｐ.６



食と農研究所 27

どんな製品を作りたいのか、想いを描く
製品概念書と品質展開表

製品概念書

当該製品目の使命、特徴な
どを企画担当者がマーケ
ティング手法（ポジショニング、
訴求ポイント、ターゲットな
ど）を用いて成文化する。

品質展開表

消費者ニーズを「目標品質」に置
き換え、関係者がなにをすべき
かとその達成水準を明確にして
開発への協力を要請。

開発結果（製造品質）を評価す
るチェックリストとしても活用。

関係者に自分の想い・夢を理解してもらい
挑戦意欲をもってもらえる工夫が必要。
手づくりの試作品提示等も効果的

教材 Ｐ.１１

連携事業では

誰が企画担当者としてこれらをするかが
不明確になりやすい



食と農研究所 28

教材 Ｐ.８
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対象･機能 具体的目標品質 主幹部署 開発結果 評価 評価機関 確認方法 合否 コメント
油 コーンオイル（非遺伝子組替）。〇〇円/㎏以下 開研・原料部 非遺伝子組替、●●●円/kg OK 開研・原料部 工場視察。見積書 合 購入先△△△

油（安全性） トレーサビリティの資料が確認できること 開研・原料部
購入先を通じて生産地、オイル
会社からの資料の入手、確認が
可能。製油会社工場視察済。

OK 企画部 工場視察。購入先資料 合 購入先□□□

唐辛子
唐辛子の香りと辛味を追求するために、焙煎し
た唐辛子を荒挽きにしてオイルに配合。

開研・原料部

唐辛子外観
食味をそそるために競合品より明るい茶色であ
ることとメッシュを大きく。競合品は黒すぎ細か
い。

開研・原料部

組成 添加物･着色料使用せず 開発研究所
添加物･着色料使用せず。別紙
組成表参照。

OK 消費者室 組成表の確認 合

品
質

保存性 賞味期限2年。 開発研究所 賞味期限2年以上を確保 OK
N食品分析
センター

▲▲℃・□□週間（常
温保存で3年間に相
当）の保存テストにお
いて、退色、オイルの
酸化、香の劣化等要
請の検査項目をクリ

合

品質 味
唐辛子の香ばしさと辛味成分が、コーンオイルと
ほどよく調和して餃子、野菜炒め等にマッチする
こと

開発研究所 目標品質達成を確認 OK
消費者室
研究所
市場調査部

研究所モニター30名の
評価において競合品を
上回る評価をえた。優
位性〇〇%。資料参照

継
続

最終決定まで
に留置きテスト
を実施して確認
をする。

キャップ 使用中に液だれがして、手が油で汚れないこと 包装技術部

中ふた（機能）
必要な量が点滴のように調節し易い機能を確
保。今企画の重要な開発ポイント

包装技術部

中ふた（材質）
オイルによる化学物質溶出を防ぐために、材質
選定に留意すること

包装技術部

容器 包装技術部
中箱（内） 流通の要求に応えるため、１ボール5個とする 包装技術部
中箱 包装技術部

外装 ダンボール 包装技術部

原材料名 重量順にもれなく記載してあるか 消費者室 OK 消費者室 組成表と一括表示案との精査
内容量
賞味期限
保存方法 いせい
・・・・・・

キャップ 便利性
家庭で主婦が調味料入れ容器からすぐ取り出し
易いようにキャップ天面に品名を記載

生産管理部
包装技術部
広告制作部

ジェットプリンターでキャップ天面
に刻印。

OK 消費者室 目視 合
工場に▲▲▲
社製印字機導
入

デ
ザ
イ
ン

一
括
表
示

容
器
・
包
装

プロジェクト名：RO-X1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成部署:企画部　　　担当者◎◎◎◎　　　　　　作成日                　配布先NO　　　　

内
容
物

表
示

重点目標品質展開表（例）

主
原
料

個
装

中
箱

容器の目標品質展開項目例
・にぎり易さ ･密封性 ・開封性 ・内
容物の見易さ ・取り出し易さ ・廃棄
製 ・リサイクル性 ・素材の安全
性 ・価格 ･キャップとの嵌合性 ・中
ぶたとの嵌合性 ・代替品の有無

教材 Ｐ.１２



・不特定多数か限定したお客か

・全国的な消費者か特定地域のお客か

・業務用ユーザーか個人か

・真のユーザーはだれか

・性別、年齢、所得階層は

ターゲットの絞り方

パルシステムの３つのカタログ媒体戦略
ターゲットの絞込み例

世帯の特徴にあわせたカタログ媒体の
設定

・未就学児童がいる若い世帯層
→ＹＵＭ ＹＵＭ
・子供が大きく働き盛りの世帯層
→マイキッチン
・子供が独立した夫婦二人世帯層
→ＫＩＮＡＲＩ

30食と農研究所

ターゲットの絞込み
によって、チャネル
も変わってくる

教材 Ｐ.９
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Sプロジェクトの編成

原料卸

技術支援

ピューレ化

PJ主体
菓子工業組合

菓
子
製
造
Ａ
社

菓
子
製
造
Ｂ
社

菓
子
製
造
Ｃ
社

生産者Ａ

生産者Ｂ

生産者Ｃ
加工業者

テクノポリス

成果物

統一ブラン
ドのお菓子

Ｊ Ａ Ａ 県

契約

決済加工委託

保管委託

技術支援

組成開発

県産品を原料とし
ての特産品開発
要請

技術協力要請

・・・・・・・

直
売
所

県内百貨店
直売店

発注 決済

原料の流れ
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原料カルテ 使用目的

１、安定調達の確保（量・産地・代替産地・仕入先・権利関係等）

２、製品品質の安定化（外観・品種・規格･等級・品質等）

３、安全性の確保（栽培方法・残留農薬・細菌数・保存方法等）

４、契約条件の確認と順守

　 作成年月日 更新年月日

品名 品種・学術名

生産者数

戸 年 ｔ

作付面積 年 ｔ

ha 年 ｔ

代替産地 具体的産地名

有

無

等級・階級

一般生菌数 大腸菌群 その他 硝酸態窒素 指定化学物
質・・

支払条件

締日

支払日

支払方法

＜ポイント＞
返品をする際の要件を明確
にしておくこと

納入荷姿 発注方法
発注頻度

発注単位

＜ポイント＞

見た目、形状（太さ、長さ、

色、重さ等を具体的に表現）

ＦＡＸ

e-mail

担当者名

種苗権利者

過去3年の生産量住所

自社が期待する特徴・機能を的確に整
理しておくこと

電話

作成部署・氏名

原料カルテ

仕入先名

　　　　　　　　　　　写　　　　　真

＜ポイント＞

購買条件としての各種状態が一目で分かるような

写真を3枚くらい貼付する。例えば飲料向けの規格

外品トマトで言えば①尻くされの程度、②裂果の

状態、③納入荷姿のサンプル等。（納入先と事前

に相互確認をしたもので）

製品特徴

受取拒否の要件

供給能力

当事業への供給可能量

ｔ

契約条件

調達品質（物理的・科学的な見地だけでなく栽培管理等も含めた総合的な要求品質）

細菌数 栽培方法形状・外観 残留農薬・化学成分

教材 Ｐ.１３


